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平成２１年１０月 東京地区百貨店売上高概況 

平成２１年１１月１９日 
 
Ⅰ．概 況  

 
１．売上高総額        １,２５４億円余 
２．前年同月比     －１３.１％（店舗数調整後／２０か月連続マイナス） 
３．店頭・非店頭    店頭－１２.１％(８８.７％)：非店頭－２０.４％(１１.３％) 

     の増減                         （ ）内は店頭・非店頭の構成比 

４．調査対象百貨店   １４社 ２７店 （平成２１年９月対比±０店） 
５．総店舗面積     ９４６,６５８㎡ （前年同月比：－３.９％） 

６．総従業員数     ２０,４２９人 （前年同月比：７.５％） 

７．３か月移動平均値  3-5 月 －１２.９％、4-6 月 －１２.４％、5-7 月 －１２.９％、 

              6-8 月 －１１.９％、7-9 月 －１１.６％、8-10 月 －１１.４％ 

 

［参考］平成 20 年 10 月の売上高増減率は－８.６％（店舗数調整後） 

 
 
【１０月売上の特徴】 

  (1) 主力の衣料品は消費者の節約志向や天候不順から全般的に苦戦を強いられたが、下旬か

らは冷え込みの影響もあって重衣料に動きが見られた。 

 

  (2) 東京は２度にわたる台風の影響を受けたが、入店客数については、土曜日が前年に比べ

１日増えたことや、都内各店で様々なセールや文化催事などイベント強化を図った結果、

若干の減少に留まった。 

 

  (3) エコポイント制度の効果から、東京地区の家電売上は前年比３割増と大きな伸びを示し

ており、中には倍増した店も出ている。また、エコポイント交換対象商品の共通商品券

は好評で、１０月の商品券発行高を４割増と押し上げた。 

 

  (4) 昨年夏以降減少を続けていた外国人売上は、アジア経済の回復を背景に１０月に入って

前年をクリアした店が多く出ており、増加傾向を示し始めた。 

 

 

【要 因】 

(1) 営業日数増減    ３１.０日（前年同月比±０.０日） 

  (2) 入店客数増減（回答店舗数で見る傾向値／前年同月比） 
     ①増加した：１店、②変化なし：２店、③減少した：１７店、④不明：２店 
  (3) １０月歳時記（体育の日、旅行ｼｰｽﾞﾝ）の売上（同上） 

     ①増加した：０店、②変化なし：２店、③減少した：１０店、④不明：１０店 
(4) 翌月売上見通し（回答店舗数で見る傾向値） 

   ①増加する：０店、②変化なし：６店、③減少する：１４店、④不明：２店 
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売上高(千円) 構成比（％）

総　　　　　　　額 125,492,962 100.0 -13.1 (  -14.2)
紳士服・洋品 11,747,145 9.4 -15.4 (  -15.9)
婦人服・洋品 29,873,288 23.8 -17.2 (  -18.1)
子供服・洋品 2,367,145 1.9 -17.0 (  -17.1)
その他衣料品 3,497,891 2.8 -9.4 (  -10.7)
衣　　料　　品 47,485,469 37.8 -16.2 (  -17.0)
身のまわり品 17,037,397 13.6 -14.5 (  -16.3)

化粧品 6,597,373 5.3 -9.7 (  -10.1)
美術・宝飾・貴金属 6,404,336 5.1 -16.6 (  -17.7)

その他雑貨 6,987,205 5.6 -7.0 (  -7.4)
雑　　　　　　貨 19,988,914 15.9 -11.1 (  -11.8)

家　　具 1,877,999 1.5 -24.0 (  -24.8)
家　　電 839,763 0.7 31.1 (  31.0)

その他家庭用品 4,189,516 3.3 -10.1 (  -10.9)
家　庭　　用　品 6,907,278 5.5 -11.1 (  -11.9)
生　鮮　食　品 4,487,766 3.6 -7.0 (  -8.1)

　菓　　子　 6,834,826 5.4 -7.5 (  -8.8)
　惣　　菜　 6,215,056 5.0 -10.7 (  -11.7)

その他食料品 8,602,537 6.9 -5.9 (  -7.7)
食　　　料　　　品 26,140,185 20.8 -7.7 (  -9.0)
食　堂　　喫　茶 3,217,882 2.6 -12.6 (  -14.0)
サ　ー　　ビ　ス 2,052,319 1.6 10.9 (  10.8)
そ　　の　　他 2,663,518 2.1 -29.4 (  -29.8)

商  品  券 3,893,598 千円 37.4 (  33.5)
従  業  員  数 20,429 人 7.5

店　舗  面  積 946,658 ㎡ -3.9

営  業  日  数 31.0  日 前年 31.0 日

対前年増減(-)率　(%)
※

東京地区百貨店　売上高速報 2009年10月

 

対前年増減(-)率　(%)
※

※店舗数調整後　（　）が調整前

注)　構成比は計算処理上必ずしも100％にはなりません。

    本統計には消費税は含まれておりません。
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Ⅱ．商品別の動き  

 
  主要５品目は、１３か月連続で全品目がマイナスとなった。しかし、５品目の中で雑貨 

が先月より改善する動きとなり、家庭用品も同水準となった。また、その他衣料品、美 

術・宝飾・貴金属、その他雑貨、その他家庭用品が先月より改善する動きとなった。家 

電が全国同様３か月連続のプラスとなった。 

 
 
 

【商品別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 
商品別 売上前年比   寄与度 トレンド 

総額 －１３.１ ―  ２０か月連続マイナス 

紳士服・洋品 －１５.４ －１.５ １９か月連続マイナス 

婦人服・洋品 －１７.２ －４.３ １５か月連続マイナス 

子供服・洋品 －１７.０ －０.３ １４か月連続マイナス 

その他衣料品 －９.４ －０.２ １８か月連続マイナス 

衣料品 －１６.２ －６.４ １５か月連続マイナス 

身のまわり品 －１４.５ －２.０ １９か月連続マイナス 

化粧品 －９.７ －０.５ １１か月連続マイナス＊ 

美術・宝飾・貴金属 －１６.６ －０.９ １４か月連続マイナス＊ 

その他雑貨 －７.０ －０.４ １７か月連続マイナス＊ 

雑貨 －１１.１ －１.７ １８か月連続マイナス 

家具 －２４.０ －０.４ １９か月連続マイナス 

家電 ３１.１  ０.１ ３か月連続プラス 

その他家庭用品 －１０.１ －０.３ １７か月連続マイナス 

家庭用品 －１１.１ －０.６ １７か月連続マイナス 

生鮮食品 －７.０ －０.２ ４か月連続マイナス＊ 

菓子 －７.５ －０.４ ９か月連続マイナス＊ 

惣菜 －１０.７ －０.５ １９か月連続マイナス＊ 

その他食料品 －５.９ －０.４ ２か月ぶりマイナス＊ 

食料品 －７.７ －１.５ １３か月連続マイナス 

食堂喫茶 －１２.６ －０.３ １２か月連続マイナス 

サービス １０.９  ０.１ １２か月連続プラス 

その他 －２９.４ －０.８ ２か月連続マイナス 

商品券 ３７.４ ０.７ ３か月連続プラス 

      （注）化粧品、美術・宝飾・貴金属、その他雑貨、生鮮食品、菓子、惣菜、その他食料品に 
     ついては２００６年１月から細分化したため、２００７年１月からのトレンド 
 

お問い合わせは、日本百貨店協会  森・西田・佐藤まで 
       ℡ 03－3272－1666 ホームページアドレス http://www.depart.or.jp 


